








































































































































































































































l l l 一 ln-2 n=4
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(ペンタセン､テ トラセン､アントラセンなど)､フラーレン (C60)､さらに高分子 (ポリ
チオフェン)など､ほとんどすべての形態の分子性半導体が､FET構造の下で金属化Lか
つ超伝導を示すのである｡この中で最も驚くべき結果はフラーレンC60-の正孔 ドー プであ
る｡化学的にはC60への ドー プは電子のみ可能とされてきたが､FET構造の下では正孔 ドー
プも可能であることが明らかになった｡同時に､正孔 ドー プ時の 1t‖ま､52K という従来の
記録を大幅に上回る値になることも明らかになった(文献4､図8)｡さらに彼らはこのFET
技術を応用して､有機材料で最初のレーザー発信も実現している｡
分子性物質をエレクトロニクスに応用しようという動機から､基礎物性的に極め
て興味深い現象をもたらしたFETという技術はどういう意味を持っていたのだろうか?言
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うまでもなく､FETの基本原理は外部電場による電子数制御であって､ゲート電圧によっ
てチャンネル内のキャリヤ数を広い範囲で連続的に制御するものである｡キャリヤ数の制
御が伝導性制御に重要な役割を果たすことは言うまでもないが､実は分子性物質において
は､キャリヤ数の連続的制御はほとんど不可能とされてきた技術なのである｡たとえば､有
機超伝導体の化学式が(TMTSF)2Ⅹ や(BEDT-TTF)2Ⅹ のように､有機分子と無機イオンの
2:1塩であり､その組成は固定されていたことを思いおこすと､これらの場合キャリヤ
数は分子あたり0.5個と固定されていることがわかる｡フラーレンの場合､AxC60なる組成
で､Ⅹを広い範囲で変化することができるが､連続的に変化させることは必ずしも容易で
はない｡一方､無機物質の場合は固溶系を用いて連続的なキャリヤ数制御はある程度行われ
ており､それがもっとも強力に発揮された例が銅酸化物高温超伝導体である｡したがって､
分子性物質におけるFETとは､合成化学的な手法では得られない新しい物質相をデバイス
構造の中に作 りつける新 しい化学であるという考え方をすることができる｡言い換えると
FET技術は､分子性物質における連続キャリヤ ドー プという舞台装置を用意したものであ
り､これを用いた新しい物理現象の探索がますます盛んになると期待される｡
第4章 まとめ
分子性物質に電子 ･光機能を付与してみようという試みは､合成化学 ･物理化学
と物性物理が手を取り合って成長し､その象徴として非酸化物系では最高の超伝導転移温
度を達成するにいたった｡その周りには､低次元､電子格子相互作用､電子相関などに起因
する豊富な物理が存在するが､これについては詳細に述べることはできなかった｡最近では
エレクトロニクス分野での急展開が起こると同時に､そこからのフィードバックがさらに
基礎研究を加速するという新しい研究ステージが始まりつつある｡化学 ･物理 ･エレクトロ
ニクスという3つの分野のスパイラルによって､この分野の研究がより発展することを期
待したい｡
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